
世間的にはイラン情勢等で厳しい環境が続く中、新規マグネットの受注成約効果等により４月
～６月の３ヶ月累計で、売上と粗利は前年比約140%UPと好業績にて推移中です。

後半と来期にかけての重要課題は、先行在庫確保による反動減の見極めと、展示会来訪顧客
へのアフターフォローによる新規引き合い獲得となります。しっかりと暑さ対策をした上で精
力的に対外活動を推進できるようお願い致します。
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毎日異常な暑い日が続いていますので
体調管理にはくれぐれも留意ください！

お知らせ(NEWS)

■テクノフロンティア展の弊社ブースへのご来訪有難うご座いました
■夏期休暇は８月１１日から１６日迄（有給奨励日１２日含む）です
■９月３０日からの九州半導体産業展に出展します。宜しくお願いします

４４期下業績中間報告 社長コメント

入社半年が過ぎました 東京 Oさん 寄稿

思い出のピアノ 大阪 Tさん 寄稿

下期工場目標（７月～１２月） 広州新同大 H総経理 寄稿

テクノフロンティアに出展 東京 Wさん 寄稿

・最近ジムに通っていますが、先日、ランニングマシンで盛大に転んでしまいました。
先ずは シューズを新調して運動環境を整え、無理のない範囲で続けながら
健康維持と体力作りに取り組んで行きたいと思っています。 （九州 Mさん）

・学生から社会人まで10年以上卓球をしていましたが、既にブランクが20年以上になります。
未だに現役で卓球をやっている友人から学び直すことにしました。 練習するたびにひどい
筋肉痛になりますが、健康の為にぼちぼち続けようかと思ってます。 （大阪 Kさん）

・大きな声を出す事は健康にも良いので、春より「ハモッテ歌っての会」に参加しています。
また加齢により体が硬くなっており、気休めにストレッチを始めました。 （大阪 Tさん）

昔、私の実家には私が子供の時から使用していたアップライトピアノがありました。
ピアノを習い始めた幼稚園時に買ってもらい、大学入学まで使用していた思い出の多いピア
ノです。結婚後、私が地域のコーラスの伴奏をしていたこともあり、そのピアノを３０年位前に
母が町に寄贈しました。

もうとっくに廃棄されていると思っていましたが、最近まだ地域の文化活動で使用されてい
る事がわかりました。かなり傷んではいるらしいですが、まだ音は出るようです。
大切に使ってくれているのだと思い、とてもうれしくなった出来事でした。

6月23日～26日の日程で広州へ出張しました。梅雨で比較的涼しい日本とは違い、とても蒸
し暑かったです。7月1日に広州工場の目標会議を控えていたので、主には、来期の業績見込や
各部門の課題、組織等について事前の打合せを行いました。生産現場では、今年導入した設備
を中心に確認し、現在の課題を確認することができました。 スタッフとの食事会、ホテル周辺の
公園でのランニング、W杯の日本・スウェーデン戦をCCTVで観戦、台風による帰宅延期など、
記憶に刻まれる出張になったと思います。

弊社ブースへお立ち寄り頂きました皆様に、心より御礼申し上げます。

展示会では、磁石製品や工場製品など、弊社の取扱製品を中心にご紹介いたしました。製品を
ご覧頂きながら直接ご説明することで、普段のメールや電話だけでは得られないさまざまなご
意見やご相談を頂き、また新たなニーズや課題を把握する貴重なコミュニケーションの機会と
なりました。

対面ならではの意見交換を通じて、お客様との信頼関係をより深めることが出来たと感じてい
ます。今後も、お客様により良い製品・サービスをご提供できるよう努めて参ります。改めまし
て、ご来訪頂きました皆様に心より御礼申し上げます。

専門用語や書類の種類、業務の流れを覚える事に精一杯でしたが、先輩方々のご指導の下
入社から半年が経過し書類作成や取引先とのやり取りも対応出来るようになりました。

仕入先への納期など確認を行う際も、一方的に依頼するのではなく、相手の状況を理解しなが
らコミュニケーションを取る事を意識しています。こうした取り組みが自分の業務を進めやすさ
に繋がってきますので、物事に対しては感情的にならず、相談しやすい環境づくりを意識しなが
ら仕事に取り取り組んで行きたいと思っています。今後ともよろしくお願いします。

7月1日、広州工場にて第19期下期経営目標会議を開催し、本社関係者はオンライン会議参加
しました。第19期上期において、当工場の売上実績は開所以来最高値を記録しましたが原材料
コストの上昇により、最終的に既定の業績目標を未達成となりました。

下期に入り、主要顧客からの受注が増加し続けており、下半期の売上高は過去最高を更新する
見込みです。また、最終顧客と単価調整を調整し、材料コスト比率の適正化を推進すると共に
各種経費を厳格に抑制し、下期収益を昨年同期レベルまで回復させることを目指します。

上期に見られた「売上は増加したが、利益が連動して増加しない」課題の根本的な原因は材料コ
スト比率の大幅な上昇です。今回のコスト上昇は、石油・金属などの主要原材料価格の高騰によ
る外部要因となります。

下半期は人件費管理を核心業務として重点的に推進します。売上高及び受注量の拡大に伴い
各部門の業務負荷が増加しています。各部門が連携・協力し各業務を着実に推進する事で下期
の部門別目標及び会社全体の経営目標を順調に達成できるよう取り組みます。

製造部門は、自動化設備の導入を継続し、手作業を削減して人件費の圧縮を図ると共に品質
部門と連携して工程不良率を低減し、不良リワークによる追加材料ロスの発生を防ぎ製造コス
トの削減に取り組みます。

品質部門は、品質管理体制を継続的に整備・強化し、工程不良改善活動を定着させ製品品質
を厳格に管理して、不良品の顧客流出を完全に防止しなければなりません。顧客の納期短縮要
求に対応するため、各部門が緊密に連携し量産試作業務を効率的に推進する必要があります。
試作段階の検証・リスク検討を徹底し事前評価不足による不良発生を未然に防止し、重大な品
質トラブル及び経営損失の発生を回避します。

出張記 大阪 Tさん 寄稿 親睦会の風景

健康の為に

ドキュメント単色塗りつぶし 

ドキュメント単色塗りつぶし 

工場目標 業績推移

貸借対照表

ドキュメント単色塗りつぶし 

損益計算書

ドキュメント単色塗りつぶし 

https://dscc.co.jp/wp/wp-content/uploads/2026/07/業績推移.pdf
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